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研究成果のオープン化から始まる研究戦略

引原隆士

京都大学図書館機構長・附属図書館長

工学研究科電気工学専攻 教授



大学図書館の状況１

1970年代 「紙の図書館」
1980年代 「機械化図書館」

〜 電子図書館
ナショナル・リソースとしての維持が破綻

2000年代 「電子ジャーナル」への移行

by 竹内比呂也 先生

2010年代 大きく価値が変化

価格，保存スペース，流通支配

研究資料が資源から負債へ

2019年 国大協の声明 経費負担の改善

変わりゆく
大学図書館
逸村裕 編
竹内比呂也 編

ISBN  978-4-326-00029-6



大学図書館の状況２
by 土屋 俊 先生

大学図書館：大学の教育，研究を支える組織

大学教授：西洋知識の摂取者たるフリーライダー

図書館：教員にとって西洋文明への窓

大学教授〜サブジェクトライブラリアン化

大学院重点化：大学，大学院の切り分け2000年代

2010年代 大学改革＝教育，研究の切り分け

大学教員〜教育者

図書館 〜教育スペース

〜研究者

〜研究支援機関

組織分離

変わりゆく
大学図書館
逸村裕 編
竹内比呂也 編

ISBN  978-4-326-00029-6



学術情報のオープン化

オープン化
現在 未来過去

アーカイブ
オープンアクセス＝手法

書籍 EJ
eBook

情報の紙（もの）
への固定

ものから分離された
情報の集積

図書館という
公共への集積

ライセンス概念
の維持

データ

ロジック

ものの概念
情報の概念
の同時性・
同一性の解放

クロス利用

資料
資料
資料

資料

資料

資料

新しい概念？

公共物の概念

富めるものへ
の集積

全てのアクセス
の保証

多様な知
（ローカル）

電子化・保存

多様な知
（グローバル）

時間からの解放



オープンアクセスの理念と手法

• 背景

• 科学技術の発展 → 学術論文の急増 → 雑誌価格の高騰

• インターネットの普及 → 電子ジャーナルの普及

• 商業出版社による市場寡占化 → 学術情報流通の機能不全

• 理念

• 学術情報流通の主体を研究者の手に取り戻す

• 研究成果の社会への還元（特に公的助成を受けたもの）

• 手法

• グリーンOA（セルフアーカイブ）
→機関リポジトリ，arXivの活用

• ゴールドOA（オープンアクセスジャーナル）
→著者等による出版経費の負担（APC）



研究をオープン化するとは

時間

研究の深度

創成

展開

成熟

パラダイムシフト

改良型：特許・論文
は通るが・・

分野を産む苦しみ

理論も実験も
完成していく

既成理論の破壊

既存の物理を包含する
全く新しい物理の創成

同じ機能を全く異なる
物理で実現

既存のコミュニティ
は無い

集合知

広がり

研究者のあり方への疑問

学派



学術のパラダイムシフト

トーマス・クーン
Thomas Samuel Kuhn (1922-1996)
The Structure of Scientific Revolutions,
(University of Chicago Press, 1962). 

パラダイムへの統合

パラダイム以前の学派 ローカルな学理

各学派の鬩ぎ合い

専門雑誌・学会の形成

カリキュラムの形成

共通パラダイム
の専門家だけが
論文を読むこと
ができる

シフト新しいパラダイム
（外の世界）

学会？
雑誌？

過渡期にのみ
素人集団が
役割を持つ

市民科学

蓄積から
シフトは
生じない

図書館・データ
の矛盾

排除の論理
公立図書館

科学革命の構造
トーマス・クーン著

ISBN  978-4622016670



オープンサイエンスは革命か？

<発見を発明する>
 集合知の有効活用
 オンラインツールは私たちを賢くする
 専門家の注意を効率よく誘導する
 オンラインコラボレーションの成功条件
 集合知の可能性と限界

<ネットワーク化された科学>
 世界中の知を掘り起こす
 科学の民主化
 オープンサイエンスの課題
 オープンサイエンスの必要性

トーマス・クーンの議論と矛盾する

オープンサイエンス
革命

マイケル
ニールセン著

ISBN 78-4314011044



国・世界の政策の方向



Society 5.0 ….

10



Society 5.0….
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AI がいつのまにか
オープンデータを前提



SDGsという政策は異なる

No one left behind.

オープンアクセスの重要性



オープンデータ

研究とデータ
 学術プロセスからのデータの抽出
 研究データのコストと利益の再配分

データの本質
 ビッグデータ，リトルデータ，ノーデータ
 多様性，両義性
 資産＆負債
 価値の時変性
 出所･由来の信憑性
 再現性
 処理（加工），分析の妥当性

データ生産と所有の権利
 オープン化
 知財

DFFT という提唱に意味があるか？

ビッグデータ・
リトルデータ・
ノーデータ

クリスティン L. 
ボーグマン著

ISBN 978-4326000449



オープンアクセス戦略

「研究者を守る」ことであり，「研究者を評価する」ことではない．



FAIR原則

• Findable（見つけられる）
• （メタ）データはグルーバルで永続的でユニークな識別子を持つ

• データは豊富なメタデータで記述されるべき

• （メタ）データは検索可能な資源に登録あるいはインデックス化されるべき

• Accessible（アクセスできる）
• （メタ）データは標準的な通信プロトコルで識別子を使って取得できるべき

• プロトコルはオープンでフリーで汎用に実装可能であるべき

• プロトコルは必要であれば認証，認可の手順を持つべき

• メタデータはデータが入手不可になってもアクセス可能であるべき

• Interoperable（相互運用可能）
• （メタ）データは知識表現として形式的かつアクセス可能かつ共有可能かつ広く適

用可能な言語を使うべき

• （メタ）データはFAIR原則に沿った語彙を使うべき

• （メタ）データは他の（メタ）データへの適切な参照を持つべき

• Re-usable（再利用できる）
• メタ（データ）は精度と関連性に関する属性を複数持つべき

• （メタ）データは明確でアクセス可能なデータ利用ライセンスを付与すべき

• （メタ）データは由来をつけるべき

• （メタ）データは領域に関連したコミュニティの標準に合致すべき

https://www.force11.org/group/fairgroup/fairprinciples



京都大学オープンアクセス方針策定の経緯

＜学内＞

学位論文の保存と複写 （1997年～）
学術情報リポジトリ：KURENAI運用開始 （2006年～）
学位論文の電子公開へのアプローチ （2006年～）
電子ジャーナルパッケージ運用のあり方 （2010年～）
電子ジャーナル価格の高騰 （2011年～）
海外（欧米）大学におけるポリシー調査 （2014年）
図書館協議会、専門委員会での検討 （2014～2015年）
京都大学オープンアクセス方針採択 （2015年4月28日）

＜学外＞

学位論文の電子的公開の義務化 （2013年）
G8科学大臣会合共同声明、オープンアクセス
・オープンデータに言及 （2013年6月）

RU11による海外の電子ジャーナル状況の視察 （2014年）



京都大学オープンアクセス方針

京都大学の教員が生み出した
学術論文等の研究成果を、
「京都大学学術情報リポジト
リKURENAI」によりインター
ネット上で原則公開すること
を定めたもの。



オープンアクセス方針が定めること

本学に在籍する

教員は
研究成果を

KURENAIに
登録する

常勤の
・教授
・准教授
・講師

・助教(有期/無期問わず)

• 学術雑誌に
掲載された論文

• 2015年4月28日
以降に出版されたもの
(それ以前のものは登録任意)

• リポジトリ登録システムで
論文ファイルを登録申請。

• 登録が可能な版や公開可能時
期
などは附属図書館で調査の上、
論文を公開。



KURENAIコンテンツの種類

学術雑誌論文

10%

学位論文

13%

紀要論文

63%

一般雑誌記事

4%

その他

9%

■ データ・データベース
■ 教材
■ プレプリント
■ ソフトウェア
■ 研究報告書
■ テクニカルレポート
■ 図書
■ 会議発表用資料
■ 会議発表論文

（2016年9月末時点）



KURENAIのコンテンツ登録数

2006年10月公開

2019年11月、
本文登録数18.5万件突破

（学位論文要旨のみ:1.83万件）



学術雑誌掲載論文の登録数

2015年4月
オープンアクセス方針採択



リポジトリランキング

Google ベースのランキング
へのルール変更

この立ち位置の意味
・Google の検索の上位
・大学評価への寄与
・研究者評価への寄与



オープン化へのステップ

1st 学位論文の電子化 Repository

義務的活動

2nd オープンアクセスポリシー策定 Original submission

自発的活動

3rd オープンデータの模索 Data archive, IIIF

主導権の確保

4th コミュニティの再構築 Direct and indirect
分野間 connection through
大学間 bibliography and
学問領域を超えて program

理念的活動 vs. 商業主義



リポジトリデータ動向



リポジトリの展開：出版



研究者
Copyright
Impact factor
Editorial Service

研究者コミュニティ
（学会・協会）

Up journals’ estimation
Business model
Hegemony & Control

出版社
Capture researchers
Charge to publishing
Charge to access
Occupy original data

大学・研究機関
Ranking
Cost performance
Academy
Education

Funding : Driving Force

FAIR原則

オープンアクセス・オープンデータ
ステークホルダーの鬩ぎ合い

Policy の整備

Infrastructure の整備

タダ働き

被収奪の甘受

OA2020

Open Data

IR

Preprint
高い収益性

利益相反

タダ働き



研究プロセスの確認

• 実験・計測，調査・集計・

• データ処理 ・・・・・・

• 思考 ・・・・・・・・・

• 理論，数値計算 ・・・・

• 論証 ・・・・・・・・・

• 下書き・論文執筆 ・・・

• 投稿ジャーナル決定 ・・

• プレプリント ・・・・・

• 査読 ・・・・・・・・・

• 出版 ・・・・・・・・・

• リポジトリ／アーカイブ・

• 研究公正 ・・・・・・・

• コミュニティへの還元 ・

原データ／収集技術

処理データ／処理手法

メモ，Log／記録技術

キュレーション／研究能力

一意性・一般性の確認／研究能力

構成／論証技術

コミュニティ／研究者能力

プライオリティ／オープン化

査読対応／研究能力

印刷／（古典的）オープン化

機関リポジトリ／オープン化

研究公正／透明性確保

コミュニティへの還元／運営能力



〇データ駆動科学
〇ジャーナルにおける問題回避

検証
思考

論文流通

理論/
数値計算

論証

論文化

論文誌決定

プレプリント査読

出版

機関リポジトリ

実験
計測

データ処理

一次データ

二次データ

メモ・Log

キュレーション

一般化
処理技術

処理技術

記録

研究指導

プライオリティ

オープン化(arXiv)

コミュニティ

客観性の獲得

オープン化 (APC含む)

論文採択
編集価値

著者版の公開

オープン
Repository
Data

モチベー
ション

研究公正
再現性

データ流通

データ保存 データ運用

ジャーナル問題

研究データ
プラットフォーム

精密〇〇

ボトムアップ トップダウン

多様性

研究者育成

研究リテラシー
研究者支援
研究者保護

分野の再定義

ワークフローの
健全化・戦略性

バトルフィールドの変化

出版者（publisher）の挑戦と限界

研究のライフサイクルと課題

出版者（publisher）の寡占

研究データ情報基盤の構築
Research Data Management  (RDM)



ステークホルダーの戦略

BY: Jeroen Bosman, http://dx.doi.org/10.6084/m9.figshare.1286826

ベンチャー発の便利な研究ツールは大手出版社に買収



図書館から見た状況 (2013)

林和弘，今後の学術情報流通 新しいフレームワーク構築に向けた一考察，
情報の科学と技術，63(11), 436-442 (2013)



Infrastructure System for Journal Article (2012~2019)Infrastructure System for Journal Article (2012~2019)

Research
(not supported)

Paper

The Infrastructure for Open Access

Discovery
Platform
Discovery
Platform

Publication 
Platform

Publication 
Platform

Digital Curation
Publication

(Article)

Discovery

Idea

By NII



NII Research Data Cloud (2020~)NII Research Data Cloud (2020~)

The Infrastructure for Open Science Based on “Open-Close Strategy”

Open → Closed   

RDM PlatformRDM Platform

Publication 
Platform

Publication 
Platform

Writing

Idea

Discovery
Platform
Discovery
Platform

Paper
DATA

Digital CurationPublication
(Article & Data)

Discovery

Collaboration

Preservation

International
Partner

International
Partner

International
Partner

Open Science 
Framework 

32

By NII

NI I Research Data Cloud ( 2020~ )

The I nfrastructure for Open Science Based on “Open-Close Strategy”

Open → Closed   

RDM Platform

Publication 
Platform

Writing

Idea

Discovery
Platform

Paper
DATA

O
pe

n 
←

C
lo

se
d

Digital CurationPublication
(Article & Data)

Discovery

Collaboration

Preservation

International
Partner

International
Partner

International
Partner

Open Science 
Framework 

37

By NII



オープンデータのメタデータ論

Information about a dataset such as its title and 
description, method of collection, author or publisher, area 
and time period covered, essential to publish data with 
adequate metadata to aid both discoverability and usability 
of the data. 

Meta Data by http://opendatahandbook.org/glossary/en/terms/metadata/

 What is this dataset about?
 Does it cover the area I am interested in?
 Does it cover the time period I am interested in? How detailed is it?
 Who created it?
 Am I allowed to use it?
 Is it accurate?
 Is it up to date?
 Will it be kept up to date in future?
 Will it still be available in the future? 

Questions by https://www.w3.org/2013/04/odw/odw13_submission_29.pdf 

単独図書館の問題ではない

なぜ連携しないのか？



グリーンOA戦略の手段
（研究者サイド）



HP735＠Los Alamos

https://www.youtube.com/watch?v=ntoxZzh0ha8

プレプリントの起源



arXiv.org

• 1991 GINSPARG, Paul, Repository Alert System                                  
hep-th@xxx.lanl.gov       (before internet) 
High Energy Physics

• 2011   → Cornell University Library

• Categories Expansion:

Physics (1991), 
Mathematics (1997), 
Computer Science (1998), 
Quantitative Biology (2003), 
Statistics (2007), 
Quantitative Finance (2008), 

EESS (Sep. 18, 2017), Econ (Sep. 26, 2017)

GINSPARG, Paul. “ArXiv at 20”. nature. vol. 476, p. 145-147, 2011



プレプリントの意味とインセンティブ

Preprint server (Green OA)

Physics，Mathematics, Computer Science , Quantitative-Bio,
Quantitative-finance, Statistics, EESS, Econs

Support researchers  to keep
their originality and priority



プレプリントファミリー

出版社
アーカイブ



出版社のプレプリントサーバの支配

Social Science Preprint Sever

Who can keep the freedom of preprint of papers? 



arXiv.orgの状況 (1991-2016)



人社系オープンデータ戦略



京都大学における貴重資料電子化・公開の歴史

• 学内の特別経費や科学研究費補助金により，所蔵貴重資料を電子化
• 平成6-7（1994-1995）年 維新特別資料文庫

• 平成8（1996）年 国宝、重要文化財等の電子化、

翻刻テキスト・解説等の作成

• 平成10（1998）年、「京都大学電子図書館システム」を公開
• 4つの機能実現を目標に: 情報発信、情報配信、電子出版サポート，

高度な検索・ナビゲーション

• 貴重資料電子化画像，博士論文，その他学内の研究成果を発信

• htm(l)，jpgファイル等で構成

• これ以降も電子化を継続
• 平成10（1998）年度 富士川文庫

• 平成12（2000）年度 谷村文庫，近衛文庫，大型資料，学内他館所
蔵資料等

（その後も細々と電子化）

• 平成24（2012）年度京都大学蔵書検索KULINEでの画像公開

• 図書館システムパッケージの電子図書館機能を使用



近年の大規模電子化プロジェクト

• 平成27（2015）年度頃から大規模な電子化事業

• 河合文庫（平成27-30年度）

• 朝鮮古文献資料のデジタル化公開事業（韓国高麗大学校）

• 富士川文庫（平成28-29年度）

• 日本語の歴史的典籍の国際共同研究ネットワーク構築事業
（国文学研究資料館）（富士川文庫等）

• 京都大学附属図書館所蔵「富士川文庫」保存・公開のため
の修復・電子化事業（機能強化経費）

• 地図資料、学内他館所蔵資料（コンドル建築図面）等

※平成28（2016）年度は総数約2,700タイトル、約28万コマ

※これまでに電子化した資料は約7,000タイトル

（平成28年度末現在）



自然科学と人文科学

自然科学：研究データの公開と共有化
人文科学：資料・データの相互流通
社会科学：継続データと相互リンク

自然科学：論文データの相互検証
人文科学：資料・データの公開が原則
社会科学：個別データに基づく研究

＜従来＞

データを介した方法論の接近

AI はツールに過ぎない



オープン化と戦略

• 「オープンアクセス」は，研究者自らが

• 「オープンデータ」は，大学が研究者と共に

• 「オープンサイエンス」は，国と大学が

個人の業績，権利，研究環境，
を守ると同時に，知を育み，
支援した国の益を守り，
人類への義務を果たす，
科学の基本態度

オープンにしなければ研究・研究者は守れない！



Open Science starts 
from open access!


